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は、EITC といった税額控除を盛り込んだ上で議論される X 税分析の今後の課題について言















EITC：25 歳以上 65 歳未満の勤労者を対象とする。EITC には就労のインセンティブを促進
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するため、勤労所得の増加に合わせて税額控除が逓増する部分がある。賃金を補助する仕組
みである。子供が 2 人の勤労者については、所得$12,570 までは、所得の 1 ドル増につき 0.4
ドルだけ税額控除額が増加する仕組みである。その後、税額控除額は所得$16,420 まで一定
額$5,028 で、それ以上の収入に対しては、収入 1 ドルの上昇につき 0.21 ドルだけ税額控除


















































辰巳 他訳、2005 年、81－83 頁）を参照するなら、その貧困救済は現物給付を通じてなさ
れるものだと解釈できる。そこでは、そうした差引がなされる前のものについて、協同組合
の労働収益とは社会的な生産物の総体である、などとされる。この点は、現金給付がなされ










































































給付である。BI の場合も、先の BI の定義から、現金給付である。両者の場合において、先
に示した経済的支援の的確性向上策には配慮すべきだと考えられる。 





















Bradford(2003) 、森信（2007 年）などの文献で言及される(１９)。この中で、森信（2007 年）






しかし、以上のような X 税分析では、EITC を認識しながらも、これをその分析では省略
する、といったスタンスがとられている。しかし、EITC を X 税に盛り込んだ上で当該税を
実施する、ということを検討するのであれば、そうした分析では EITC を詳細に考慮しなけ
ればならないことは言うまでもない(２０)。また、X 税の EITC の性質への影響といった点も分
析されなければならない。例えば、EITC の勤労促進への効果に関し、X 税はどのような影響
を及ぼすのか、等の点を分析することが、EITC の意義を見極める上で重要であることは言





 本稿において、X 税分析の今後の課題について、EITC の性質分析を行った上で考察した。
この考察の中で言及したその今後の課題を分析することは、支出税構想の活用方法、といっ
た点の分析においても意義のあることである。世界的に消費課税への流れが見受けられる中、
そのような分析は欠かせないものと考える。このような分析では、EITC と BI とを対比させ
たり、マルクスの視点を交えたりすることもそうした分析を深める上で重要だと考えられる。 
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